大阪府子どもの権利についての条例検討会議部会設置要領
（趣旨）

第１条　大阪府子どもの権利についての条例検討会議設置要綱第６条に基づき、大阪府子どもの権利についての条例検討会議（以下「検討会議」という。）に設置する部会の組織及び運営について必要な事項を定める。
（部会の所掌事務等）

第２条　部会の名称及び所掌事務は、次の表のとおりとする。　　　　　　　　　　　　

	　第一部会
	　子どもの権利についての考え方を社会全体で共有し、府民の意識の醸成を図るため、子どもの権利を生活に即して具体化する内容に関すること。

	第二部会
	　大阪府の子どもに関する施策を総合的に推進していくための指針・方向に関すること。

	第三部会
	　子どもの権利救済に関すること。


２　部会の委員は、検討会議の委員のうちから、検討会議の会長（以下「会長」という。）が指名する。
３　会長は、必要に応じて、各部会長と協議しながら、各部会の運営の総合的な調整を行う。
（部会長等）

第３条　部会に部会長を置く。
２　部会長は、当該部会に属する委員の互選により選出する。
３　部会長は、当該部会を代表し、部会の事務を掌理し、審議の状況及び結果を検討会議に報告するものとする。
４　部会長に事故があるときは、当該部会に属する委員のうちから部会長があらかじめ指名する者が、その職務を代理する。
５　部会長は、必要に応じて、委員以外の者の出席を求めることができる。
（会議）

第４条　部会の会議は、部会長が招集し、部会長がその議長となる。

２　部会の会議は、当該部会に属する委員の２分の１以上が出席しなければ開くことができない。
３　部会の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。
（庶務）

第５条　部会の庶務は、生活文化部次世代育成支援室少子対策課において行う。

（その他）
第６条　この要領に定めるもののほか、部会の運営について必要な事項は、会長が定める。
　
附則　

この要領は、平成１７年７月２５日から施行する。
附則　

この要領は、平成１８年４月１日から施行する。







